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専門分野プログラム
専攻に応じて専門分野を海外で学ぶためのプログラムです。
基本的に、プログラム実施学部・研究科の所属学生を対象としています。詳しくは、各学部・研究科学務係にお問い合わせください。
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プログラム名 実施予定
時期・期間 研修先国・地域 研修先大学等

単位
付与・
認定

概　　要

韓国、中国12月上旬（4日間） 無漢陽大学、
哈爾浜商業大学

漢陽大学体育学部・生活体育学部、哈爾浜商業大学体育
学院の学生と各国の得意スポーツのトレーニング方法などに
ついて情報交換する。また、研究についても学術的な交流を
行い、スポーツを通じた交流も実施することで友好を深める。

アジア大学スポーツ交流
プロジェクト
～Sports for P.E.A.C.E.～

インド、オーストラ
リア、スリランカ

4月～3月
（短期：10日間
  中期：1～3か月間
  長期：3～12か月間）

有
インド理科大学院大学、
マッコリー大学、ペラデニ
ア大学 等

インド・オーストラリア・スリランカの大学生らとともに、仮想
フィールド実習および渡航型のフィールド実習を通して、
フィールド科学分野における最先端の研究環境を体験す
る。さらに、急速な資源開発やそれに伴う環境汚染に対する
先端的な野外調査技術を体験する。

インド太平洋地域の「仮
想フィールド」を利活用し
たハイブリッド型フィールド
科学人材育成プログラム

中国、インドネシ
ア、タイ 等

8月～9月
（約2週間） 有

ハルビン医科大学、ハサ
ヌディン大学、タマサート
大学 等

海外の医療や医学研究機関の見学・実習と共に、現地医学
生との交流を目的とした国際舞台で活躍する医師となるため
のファースト・ステップ。各大学の学生がお互いの大学を訪問
し、異文化交流を深めることで、国際感覚を身につける。

夏期医学生交流

アメリカ合衆国、
マレーシア、フィ
ンランド、スウェー
デン 等

9月～10月
（約8週間） 有

ハーバード大学、タフツ
大学、ヘルシンキ大学、
カロリンスカ研究所 等

学生は自ら希望する研究室を学内外から選び、研究活動の実
際を経験し、研究の意義や重要性を理解すると共に、研究の
基本的な進め方を学ぶ。医学生を海外に派遣することで研究
心を刺激し、海外経験を通じて、将来的に最先端の医学研究
や国際医療協力などグローバルに活躍できる人材を養成する。

医学研究実習

スリランカ9月上旬～中旬
（8日間） 有ペラデニヤ大学

ペラデニヤ大学に、夏季休暇期間（直行便の都合で８日
間）、6名程度の学生を派遣し、大学や病院、JICAオフィス
などの見学・研修を通して、グローバルヘルスに関する意識
高揚・人材育成を図るプログラム。

グローバルヘルス人材育
成短期派遣プログラム

アメリカ、スウェー
デン、タイ、ベト
ナム

８月～３月
（約2週間） 有

ペンシルバニア大学、
マルメ大学、チェンマイ大
学、ホーチミン医科薬科
大学、ハノイ医科大学

派遣先ではそれぞれの国や地域の特性を活かしたさまざまな
短期研修プログラムが用意されており、日本とは異なる環境
で口腔保健医療の実態を見聞・体験することにより、口腔
保健医療の相互理解を深めることができる。

世界の多様性理解を背
景とした汎用力涵養を目
指したグローバルオーラル
ヘルスプロモーター育成
プログラム

カンボジア・ラオ
ス・タイ・ベトナム

短期：2学期（講義）＋
2月頃（派遣10日間）
中期：8～9月
　（2ヶ月間）

有

王立プノンペン大学（カ
ンボジア）、ラオス国立大
学（ラオス）、チュラロンコ
ン大学（タイ）、ハノイ工
科大学（ベトナム）

派遣先大学の学生と、専攻・学年・国籍混合の学生チーム
を結成し、主にグループワーク（GW）に取り組む。国際展開
力を有する新潟関連企業（現地法人を含む）でのインターン
シップと、派遣先大学での活動を組み合わせた学生交流プ
ログラム。短期派遣では、国内学修やオンライン交流を含ん
だブレンド型の国際共修に取り組む。

G-DORM学生交流プロ
グラム（ブレンド型短期・
中期）
※課題解決型・アジア派遣

トルコ、台湾 等8～9月（約2週間） 有アンカラ大学、中東工科
大学、国立成功大学 等

海外（トルコ・台湾等）の協定校との交流を行う中で、訪問国
の農業・防災・復興を複合的視点で学習するほか、現地学
生を交えた英語のワークショップを実施する。

グローバル農力養成プロ
グラム/グローバル防災・
復興プログラム（短期）

未定
（中期：～6ヶ月間、
  長期：～1年間）

有
海外（トルコ等）の協定校との交流を行う中で、訪問国の農
業・防災・復興を複合的視点で学習するほか、研究室で専
門の研究を実施する。

トルコ 等 アンカラ大学、中東工科
大学 等

グローバル農力養成プロ
グラム/グローバル防災・
復興プログラム（中期・長期）

2月下旬～3月
（約5週間） 有

英語研修と大学や企業等訪問を組み合わせたプログラム。
将来国際社会で活躍するために必要な英語でのコミュニ
ケーション能力を向上させるとともに，今後の学習や長期の
留学に対する意欲を高めることを目的とする。

マレーシア マレーシア工科大学マレーシア派遣プログラム

11月頃（約６日間） 無 北京師範大学大学院生と研究交流を行う。また、附属学校
において交流事業を行う。中国 北京師範大学北京師範大学大学院研

究交流事業

実施学部・
研究科

※この他にも実施されるプログラムがあります。最新の情報は所属学部・研究科の学務係で確認してください。〈プログラムの例〉

アジア大学スポーツ交流プロジェクト（教育学部） グローバル防災・復興プログラム（農学部）

　新潟大学と海外の大学（協定校）との間で結ばれている学生交換協定に基づき、１学期間（約半年）または２学期間（約１年間）、協定校
へ留学する制度です。留学期間は新潟大学の修業年限（在学年限）にカウントされ、「授業料不徴収協定」が結ばれている場合、新潟大
学に授業料を納めていれば、留学先大学では授業料を支払う必要がありません。協定には、大学間交流協定（大学と大学との間で締結
している協定）と部局間交流協定（学部や研究科単位で締結している協定）があり、それぞれの対象や問い合わせ先は以下のとおりです。

交換留学とは？

〇どのような目的・目標で留学するのか。具体的に何を勉
強したいのか。
〇どの国で、どのような大学で学びたいか。留学期間は？
いつ留学するのがベストか？
〇留学は、その後の自分の学びと進路において、どのよ
うな位置づけにあるのか。

１．新潟大学HPの交換留学のページ
（協定校のファクトシートや留学体験談などを読んでみる）

２．興味のある協定校の公式ウェブサイト
（交換留学生向けの情報、特に、履修できる授業の情報
など）

３．担当教員や所属の学務係に相談する
４．留学ガイダンス・募集説明会に出席する
５．留学相談を活用する　…他

◎学修したい内容を学ぶことができるか。
〇留学先国・地域の生活環境に適応できそうか。
〇留学先でかかる費用、現地の物価
〇どのくらいの語学能力が要求されるのか
〇所属する学部・研究科のカリキュラムを履修するうえで
問題はないか。

■ 応募前　～交換留学したいと思ったら～

交換留学3

交換留学の種類 対　象 問い合わせ先
大学間交流協定校への交換留学

部局間交流協定校への交換留学

全学の学生

当該学部・研究科の学生

学務部国際交流推進課

所属学部・研究科学務係

　以下、全学の学生が対象となる大学間交流協定校への交換留学について記載しています。部局間交流協定校への交換留学については、
所属学部・研究科の学務係にお問い合わせください。

２～３月開始の交換留学 … 前年の６～７月頃に募集
８～９月開始の交換留学 … 前年の10～11月頃に募集　※応募スケジュールは変更になることがあります。

主
な
留
学
先

※新潟大学はUMAPと
大学間交流協定を
締結しているため、
UMAP参加大学も
交換留学対象となり
ます。

上記以外にも様々な協定校があります。協定校の一覧は、以下のホームページで確認してください。
▶ https://www.niigata-u.ac.jp/international/internationaldata/partner/

全学部・研究科の学生が応募できる！ポイント１
応募のチャンスは年に２回！ポイント２

留学期間中に取得した単位は、所属学部・研究科に認められれば単位互換が可能です。計画的に留学、授業を履修すれば、留学期間を含めて「４年
間で卒業」することもできます。（※ただし、所属学部・研究科によって異なるので要確認。応募前に、卒業までのカリキュラムや単位について、所属
学部・研究科の学務係や教員と十分相談してください。）

留年なしでの留学も可能！ポイント３

新潟大学に授業料を納めることで、留学先大学では授業料を納める必要はないため、留学費用の負担が少なく済みます。また、所定の要件を満たし
ている場合は、返済不要の奨学金を受給しながら留学可能です。（奨学金については、詳しくはp.18-19へ！）

経済的負担が少ない！ポイント４

大学間交流協定校への交換留学は、留学が正式に決定するまで学務部国際交流推進課が留学先大学と連絡を取りながら手続きを進めます。また、
留学手続きオリエンテーションや渡航前オリエンテーションにて、手順等を確認することができます。

手続き面でのサポートあり！ポイント５

アメリカ

アメリカ

オーストラリア

韓国

ロードアイランド大学

カリフォルニア州立大学ソノマ校

シドニー工科大学

仁荷大学、漢陽大学

国・地域 大　学　名
タイ

アジア太平洋地域

中国

台湾

チュラロンコン大学　他

UMAP（アジア太平洋大学交流機構）※

黒竜江大学、中央民族大学　他

国立中央大学　他

国・地域 大　学　名
ドイツ

フランス

フィリピン

ミュンスター大学　他

ナント大学　他

アテネオ・デ・マニラ大学

国・地域 大　学　名

■ 大学間交流協定校への交換留学　５つのポイント

目的・目標
を明確に
する

留学先大学
を選ぶ

後悔しない留学をするには「情報収集」から！

交換留学には、情報収集能力は不可欠！ まず自分で調べてみましょう。
留学中、自分の身を守り、充実した留学生活を送るうえでも役立ちます。ポイント！

https://www.niigata-u.ac.jp/international/internationaldata/partner/



